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背景

山形県内で盛んなきのこ栽培にて、大
量に排出される廃菌床の処理方法が課
題になっている。また、廃菌床を使用
して育てたカブトムシが通常より大き
く育つという話を聞き、廃菌床を食用
昆虫の育成に利用できるのではないか
と考えた。

検証１
①25℃に設定した人工気象器の中でミ
ルワームを飼育する。
②使用する床材は廃菌床、おがくず、
ふすま(小麦の外殻)
③湿度管理のために水を張ったバット
と霧吹きを行う。
④成長を数値化するために数日おきに
体長と重量を計測する。 考察１

・体長に関しておがくずと廃菌床に有意
差が見られなかったのは、手動の測定に
よる誤差があったためではないか。

・重量に関しておがくずと廃菌床で有
意差が見られたのは、ミルワームが廃
菌床に含まれる菌糸を食べて成長した
ためと考えられる。

既知事項

廃菌床と昆虫食の関係についての先行
研究等はなし。

結果１

仮説

廃菌床を使用してミルワームを飼育す
ると、ミルワームが廃菌床を食べ、通
常よりも大きく育つのではないか。

結論１
ふすまで育てたミルワームが体長、重
量ともに有意に最も成長している。
廃菌床とおがくずでは重量に関して有
意な差が見られた(約５倍)が、体長に関
しては有意差は見られなかった。
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目的
1.廃菌床の有効な活用方法の検証
2.昆虫食による、食料問題の解決

床材 平均値±95％信頼区間

おがくず 0.0060±0.012g

廃菌床 0.0303±0.0116g

ふすま 0.0692±0.0125g

n=30

n=30n=30



次の研究の方向性

廃菌床で育てることにより重量が大き
くなる、つまり物理的な量が増やせる
ことが判明した。次の段階として、廃
菌床で育てた個体とふすまで育てた個
体の含有成分を比較し、食品としてど
れほど機能するかを調べることにした。

検証２
①ミルワームを飼育する。

(飼育方法は実験1と同じ)

②床材は廃菌床、ふすま

③各グループの粗タンパク質、粗脂

質、水分の含有量を測定する。

※粗タンパク質→ケルダール法

粗脂質→ジエチルエーテル抽出法

水分→加熱減量法

考察２

・廃菌床の個体のほうがｇあたりの粗
タンパク質量が多く、ふすまの個体の
ほうがｇあたりの脂肪量が多い。
→与えたエサの成分の違いがミルワー

ムの体内成分に影響を与えたのではな
いか。

今後の展望
廃菌床の利用→廃菌床の３次利用の方
法を考える。
昆虫食→含有無機成分や有害物質の有
無などを調べ、食品としての機能を追
求する。

結果２

※水分：g/現物100g
※粗タンパク質、粗脂肪：g/乾物100g
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粗タンパク
質

粗脂肪 水分

廃菌床 50.7 28.6 65.3

ふすま 46.6 37.7 58.1

廃菌床

まとめ

廃菌床で育てた個体は高タンパク質・
低脂質であるといえる。飼料として使
われる場合は栄養価は高いほうが好ま
しいが、人間が食べることを考えると
高タンパク質・低脂質は需要がある。
よって、廃菌床で食用のミルワームを
育てることは価値があると考えられる。

ふすま


